
滋賀県議会だよりより

　

新
年
度
予
算
に
対
す
る
知
事

の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
引
き
続
き

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
子
ど
も
を
施
策
の
中
心

に
見
据
え
て
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
一
つ
目
は
ひ
と
の
健
康
、
二

つ
目
は
社
会
・
経
済
の
健
康
、
そ
し

て
三
つ
目
に
自
然
の
健
康
に
お
け
る

各
施
策
を
構
築
し
、
同
時
に
こ
れ
ら

を
貫
く
「
ひ
と
づ
く
り
」「
Ｄ
Ｘ
の

推
進
」「
よ
り
よ
き
自
治
の
追
求
」

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
誰
も

が
犠
牲
に
な
ら
な
い
社
会
、
お
金
や

モ
ノ
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
価
値

や
意
味
に
重
き
を
置
く
社
会
、「
よ

り
良
き
自
治
」
を
求
め
、
七
世
代
先

ま
で
考
え
て
行
動
す
る「
良
き
祖
先
」

に
な
ろ
う
と
す
る
社
会
を
志
向
し
、

「
人
」「
社
会
・
経
済
」「
自
然
」
の

全
て
の
面
で
充
足
し
た
本
当
の
意
味

で
の
「
健
康
し
が
」
を
作
っ
て
い
く
、

と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
実
施
計
画
の
第
一
期
の

最
終
年
度
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
未
来
へ

と
幸
せ
が
続
く
滋
賀
」
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
お
け
る
第
６
波
の
特
徴
を

踏
ま
え
、
医
療
提
供
体
制
を
ど
の
よ

う
に
整
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

第
６
波
は
、
重
症
者
の
割
合

が
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
感

染
者
数
の
大
幅
な
増
加
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま

え
、
中
等
症
・
重
症
患
者
数
の
増
加

に
備
え
た
入
院
体
制
の
維
持
や
自
宅

療
養
者
へ
の
治
療
体
制
等
の
整
備
の

観
点
か
ら
対
応
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

入
院
体
制
に
つ
い
て
は
、中
等
症
・

重
症
の
患
者
を
主
な
入
院
対
象
と
す

る
な
ど
、
医
療
資
源
の
更
な
る
重
点

化
を
図
る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
安
心

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
を
開
始

し
、
必
要
な
方
が
迅
速
に
入
院
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
施
設

内
療
養
に
対
応
す
る
た
め
、
感
染
管

理
や
搬
送
調
整
等
を
行
う
支
援
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
施
設
へ
の
個
別
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
人
員
の
増
強
等
に
よ
り
、
患
者

へ
早
期
に
初
回
の
連
絡
が
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
外
来
等
の
診
療
に
つ
い
て
は
、

約
300
の
医
療
機
関
、
約
350
の
薬
局
に

協
力
い
た
だ
き
、
１
月
末
で
197
名
に

経
口
治
療
薬
の
処
方
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
適
切
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

宿
泊
療
養
施
設
の
一
層
の
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
自
宅
療
養
者
の
症

状
悪
化
時
に
は
速
や
か
に
医
療
機
関

に
つ
な
ぐ
な
ど
、
引
き
続
き
、
医
療

提
供
体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

産
業
振
興

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
様
々
な
業
種
で
業
績
が

悪
化
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
滋
賀

の
産
業
振
興
の
方
向
性
と
そ
れ
に
向

け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

本
県
の
経
済
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
長
引
く
観
光
関
連
産
業

へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
県
内
の
中
小

企
業
等
の
支
援
体
制
の
強
化
や
資
金

繰
り
支
援
に
よ
り
、
ま
ず
は
県
内
事

業
者
の
事
業
継
続
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
の
変
革
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
、「
滋
賀
の
あ
す
を
拓
く

人
づ
く
り
の
推
進
」、「
本
県
経
済
の

持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
産
業
の

創
出
」、「
滋
賀
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
シ※

１
ガ
リ
ズ
ム
」
の
推
進
の
３

つ
の
柱
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

本
格
的
な
本
県
経
済
の
回
復
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
づ
く
り
」
で
は
、
人

生
100
年
時
代
を
見
据
え
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
、
し

が
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
機
能
強
化
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

運
営
事
業
の
拡
充
等
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、「
産
業
の
創
出
」
で
は
、

Ｃ
Ｏ
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
等
、
社
会
的
課

題
を
解
決
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
の
加
速
化
を
図
る
と
と
も
に
、

滋
賀
県
中
小
企
業
活
性
化
推
進
条
例

施
行
後
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
取
組

の
総
括
・
検
証
を
行
い
、
滋
賀
ら
し

い
次
世
代
の
中
小
企
業
の
活
性
化
の

推
進
に
向
け
た
施
策
展
開
を
検
討
す

る
ほ
か
、
市
町
と
連
携
し
、
幅
広
い

分
野
を
視
野
に
入
れ
た
企
業
立
地
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
新
た

な
時
代
に
対
応
す
る
滋
賀
ら
し
い

ツ
ー
リ
ズ
ム
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
の
本

格
的
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
政
策

　

県
政
150
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な

「
滋
賀
な
ら
で
は
」
の
全
国
植
樹
祭

と
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
契
機
と
し
た
県
産

木
材
の
利
活
用
の
目
標
と
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

全
国
植
樹
祭
の
開
催
理
念
に

「
森
―
川
―
里
―
湖
」
の
つ
な

が
り
と
あ
る
よ
う
に
、
森
林
か
ら
流

れ
出
る
水
は
全
て
の
根
本
で
あ
り
、

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　２月定例会議では、新型コロナウイルス感染症への対応に係る経費など
総額6,440億3,000万円を計上する「令和４年度滋賀県一般会計予算」や
本県独自のコロナ対策重点措置として事業継続支援金の支給および感染回
避のために自宅を離れてホテルなどに宿泊しようとする方への支援に要す
る経費23億6,470万円を追加する「令和３年度滋賀県一般会計補正予算
（第14号）」など、知事提出議案77件と議員提出議案10件が上程されました。
　令和４年度当初予算以外の議案等については、各委員会において、本会
議で付託された所管事項について審議等を行いました。
　また、令和４年度当初予算については、総合的に審査するため、委員

40人で構成する予算特別委員会が設置され、３日間にわたり質疑を行い、
さらに分科会調査を２日間実施した上で、可決しました。
　なお、この当初予算の執行に関する附帯決議案が予算特別委員会で可決
され、本会議で委員長から報告されました（概要は裏面のとおりです。）。
　これらの審議の結果、意見書案２件を否決したほか、いずれも原案のと
おり可決または同意しました。

●議員提案による政策条例案を可決
　地方創生・国スポ・障スポ大会対策特別委員会において検討を進めてき
たビワイチ推進条例案が提出され、賛成多数で可決しました。
　また、教育改革・ＩＣＴ推進対策特別委員会において検討を進めてきた
滋賀県生きる力を育むための学校教育の情報化の推進に関する条例案が提
出され、賛成多数で可決しました。
　条例の概要については、裏面に記載しています。

2月14日～3月18日の33日間

滋賀県安心ケアステーションの様子

行
財
政

医
療
・
感
染
症
対
策

“

”

用語解説 ※１「シガリズム」・・・ 琵琶湖をはじめとした自然と歩みをそろえ、ゆっくり、ていねいに暮らしてきた、滋賀の時間の流れや暮らしを体感できる、“心のリズムを整
える新たなツーリズム”の総称。

２
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　質
疑
・
一
般
質
問
か
ら
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近
江
米
を
育
む
田
や
里
を
潤
し
、
や

が
て
豊
か
な
恵
み
を
た
た
え
る
琵
琶

湖
に
注
ぎ
、
多
く
の
動
植
物
の
生
命

や
漁
業
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
滋
賀
の
森
林
は
、
あ
ら
ゆ
る

命
・
暮
ら
し
の
原
点
で
あ
り
、
そ
れ

が
第
一
次
産
業
の
土
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
植
樹
祭
の
会
場
で
は
、
休
憩

所
を
は
じ
め
様
々
な
施
設
に
び
わ
湖

材
の
Ｃ※
２
Ｌ
Ｔ
を
使
用
す
る
な
ど
、
県

産
材
の
利
用
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
産
木
材
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
県
の
整
備
す
る
低
層
の
公

共
建
築
物
は
原
則
木
造
化
を
図
る
と

と
も
に
、
民
間
の
建
築
物
に
つ
い
て

も
県
産
木
材
の
利
用
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
木
造
に
特
化
し
た

建
築
士
を
育
成
す
る
ほ
か
、
構
想
段

階
か
ら
木
造
化
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
す
る
な
ど
、
琵
琶
湖
森
林
づ

く
り
基
本
計
画
に
お
い
て
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
た
取
組
を
今

後
数
年
間
に
集
中
し
て
進
め
、
県
産

木
材
の
利
用
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
政
策

　

令
和
２
年
１
月
の
滋
賀
県
盲

ろ
う
者
支
援
推
進
検
討
会
議
に

お
い
て
、
盲
ろ
う
者
支
援
の
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
支
援

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　

盲
ろ
う
者
に
は
、
視
覚
と
聴

覚
の
両
方
の
障
害
に
よ
り
、
特

に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
意
思
疎

通
時
に
接
触
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
大

き
な
制
約
を
受
け
て
お
ら
れ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
検
討
会
議
が
取
り
ま
と

め
た
今
後
の
支
援
の
方
向
性
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
６
月
に
「
滋
賀
県
盲

ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

た
ほ
か
、
来
年
度
は
、
通
訳
介
助
者

の
派
遣
時
間
を
約
２
割
拡
充
す
る
こ

と
で
、
社
会
参
加
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
併
せ
て

開
始
予
定
で
あ
っ
た
訪
問
に
よ
る
実

態
調
査
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
２
度
延
期
し
て
い
ま
す
が
、

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
で
き
る
だ
け

早
期
に
実
施
し
、
い
ま
だ
支
援
に
繋

が
っ
て
い
な
い
方
を
必
要
な
支
援
に

繋
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
一
人
一
人

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
更
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
に
つ
い

て
も
、一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
と
併
せ
て
、
支
援

人
材
の
育
成
や
周
知
啓
発
、
さ
ら
に

は
、
支
援
拠
点
の
新
た
な
課
題
に
つ

い
て
も
、
盲
ろ
う
者
友
の
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
、
市
町
と
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
盲
ろ
う
者
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ビワイチ推進施策を総合的かつ計画的に推進し、もって滋賀が誇
る観光資源であるビワイチの魅力を高め、本県の観光の振興および
活力ある地域社会の実現に寄与することを目的とし、県の責務やビ
ワイチ関係事業者等の役割、国、市町等との連携協力等、施策を推
進するための基本方針の策定等を定めています。

　学校教育の情報化の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進
を図ることにより次代の社会を担う児童生徒の生きる力の育成に資
することを目的とし、学校教育の情報化の推進に関する基本理念、
県の責務や学校設置者の役割、推進計画の策定、県が講じる基本的
な事項等を定めています。

●ビワイチ推進条例

●滋賀県生きる力を育むための学校教育の
　情報化の推進に関する条例

　２月定例会議で「滋賀県議会議員の定数なら
びに選挙区および各選挙区において選挙すべき
議員の数を定める条例」が改正され、滋賀県議
員の定数は、現行どおり44人、選挙区も
現行どおりとし、選挙区別定数は、
右の図のとおり決まりました。
　条例が施行されるのは、次の一
般選挙（令和５年４月予定）から
です。

２月定例会議で可決した議員提案条例の概要 滋賀県議会議員の定数や選挙区等が決まりました

※１　「長浜市選挙区」は４人から３人に
　　変わりました。
※２　「守山市選挙区」は２人から３人に
　　変わりました。

甲賀市
（３）

湖南市
（２）

草津市
（４） 東近江市･

日野町･愛荘町
（５）

高島市
（２）

長浜市
（３）

栗東市（２）

大津市
（ ）

近江八幡市･
竜王町
（３）

野洲市
（２）

米原市
（1）

彦根市･犬上郡
（４）守山市

（３）

※１

※２

２月定例会議で審議した主な議案

令和４年度予算に対する附帯決議の概要

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（議員提出）
会第１号 滋賀県議会議員の定数ならびに選挙区および各選挙区において選

挙すべき議員の数を定める条例案
可決

会第２号 ビワイチ推進条例案 可決
会第３号 滋賀県生きる力を育むための学校教育の情報化の推進に関する条例案 可決
（知事提出）

議第１号～議第16号 令和４年度滋賀県一般会計予算　ほか15件 可決
議第17号～議第43号 滋賀県ＣＯ２ネットゼロ社会づくり推進基金条例案　ほか26件 可決
議第44号～議第51号 契約の締結につき議決を求めることについて（大津能登川長浜線

補助道路整備工事）　ほか７件
可決

議第52号～議第68号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第14号）　ほか16件 可決
議第69号 滋賀県子育て支援対策臨時特例基金条例の一部を改正する条例案 可決

議第70号～議第72号 県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき金
額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか２件

可決

議第73号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第16号） 可決
議第74号 契約の変更につき議決を求めることについて 可決

議第75号～議第77号 滋賀県教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて　
ほか２件

同意

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
決議第１号 ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議（案） 可決
決議第２号 北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議（案） 可決
意見書第１号 日本国憲法改憲に反対する意見書（案） 否決
意見書第２号 新型コロナウイルス感染症による危機的状況を国民に発信

し対策をパッケージで示すことを求める意見書（案）
否決

意見書第３号 地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める
意見書（案）

可決

意見書第４号 台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）へのオブザーバー参加を求
める意見書（案）

可決

意見書第５号 沖縄戦戦没者の遺骨の迅速な収集を求める意見書（案） 可決

●里親委託の推進に係る具体的取り組みを求めることについて
●滋賀県ＣＯ２ネットゼロ社会づくり推進計画の強化を求めることについて

２月定例会議で採択した請願

　「令和４年度滋賀県一般会計予算」のうち、びわ湖放送株式会社に２億円の出資を行う予算の
執行に関して、テレビ放送の在り方検討の動きや同社の公益性、県の出資法人見直しの方針な
ども踏まえ、地方公共団体として、また、同社の筆頭株主としての関わり方について、同社の
経営方針と企業戦略を視野に入れた短期的、中・長期的の方針を早急に示すことを知事に求め
ました。

２月定例会議で審議した決議・意見書

用語解説 ※２「ＣＬＴ」・・・ Cross  Laminated  Timber の略で、板材を繊維の方向が層ごとに直角に交わるように重ねて接着したパネル建材。強度が高いため、高層の建物
にも活用できる。

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
また、本会議の模様はライブ中継と録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ https://www.shigaken-gikai.jp/

滋賀県議会ツイッター （アカウント名　@shigakengikai）

スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

議会からのお知らせ

第 111 号 滋賀県議会だより 令和 4年（2022年）4月 3日（日）　⑵

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp
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